
今月の主な内容

●一乗寺本堂修理現場を一般公開…4 ●市営住宅入居者募集…5 ●タウントピックス…8 ●タウンインフォメーション…12

面　積／150.44�
市　木／カシ
市　花／サルビア

▲やっぱ、ビーチバレーより泥んこバレーでしょ!

9月1 7日（日）アクアス加西周辺特設会場で「エンドレス泥ろんぱバレーボールバトル」が開催され、43チームの選手達が意
匠を凝らした衣装で熱戦を展開しました。

特集 第33回加西市体育大会（2～3ページ）



18
種
目　
に

5
千
人
が
さ
わ
や
か
な
汗

│
第
33
回
加
西
市
体
育
大
会
│　

オープニングの入場行進

10
月
１
日

（日）
を
中
心
に
、
市
民

の
健
や
か
な
身
体
と
豊
か
な
心
づ

く
り
を
め
ざ
し
「
第
33
回
加
西
市

体
育
大
会
」
が
行
わ
れ
、
市
内
各

会
場
で
18
種
目
に
５
千
人
が
挑
戦
、

日
頃
の
練
習
の
成
果
を
競
い
ま
し

た
。
ま
た
、
同
日
加
西
球
場
で
行

わ
れ
た
開
会
式
で
は
、「
加
西
市
善

意
の
表
彰
」
の
う
ち
ス
ポ
ー
ツ
部

門
の
表
彰
と
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
寄
与
し
、
全
国
大
会
等
で
優
秀

な
成
績
を
収
め
ら
れ
た
方
々
へ

「
体
育
協
会
ス
ポ
ー
ツ
賞
」
の
表
彰

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

★★
加
西
市
善
意
の
表
彰
受

賞
者

〈
か
し
の
木
賞
〉

西
村
　
　
治
（
別
府
西
）

平
成
５
年
４
月
か
ら
毎
週
日
曜

日
に
富
合
サ
ッ
カ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
、

子
ど
も
や
親
か
ら
大
変
喜
ば
れ
て

い
る
。

浅
田
　
　
豊
（
東
南
）

昭
和
62
年
か
ら
加
西
柔
道
教
室

の
指
導
者
と
し
て
週
２
回
の
練
習

に
欠
か
さ
ず
出
席
。
ま
た
、
平
成

11
年
４
月
か
ら
は
育
成
会
の
会
長

と
し
て
児
童
の
指
導
活
動
に
寄
与

さ
れ
て
い
る
。

〈
サ
ル
ビ
ア
賞
〉

九
会
剣
道　
こ　
ど　
も　
会
（
井
上
泉
代
表
）

昭
和
58
年
７
月
結
成
以
来
週
２

回
の
練
習
、
各
大
会
へ
の
参
加
、

夏
季
合
宿
を
通
じ
て
青
少
年
の
健

全
育
成
に
寄
与
。
会
員
数
13
名

★★
体
育
協
会　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
賞
受

賞
者

〈
ス　
ポ　
ー　
ツ　
優
秀
指
導
者
賞
〉

川
本
　
秀
樹
（
山
枝
）

三
洋
電
機
加
西
野
球
部
の
監
督

と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
優
れ
た

指
導
、
統
率
力
で
県
大
会
・
近
畿

大
会
な
ら
び
に
全
国
大
会
で
入
賞

す
る
優
秀
な
チ
ー
ム
を
育
成
さ
れ

た
。

〈
ス　
ポ　
ー　
ツ　
功
労
賞
〉

村
上
　
克
宏
（
横
尾
１
丁
目
）

第
54
回
近
畿
高
等
学
校
選
手
権

水
泳
競
技
大
会
　
２
０
０　
�
背
泳

ぎ
　
第
３
位
　
２
分
12
秒
73

井
上
　
信
平
（
桑
原
田
）

第
77
回
関
西
学
生
陸
上
競
技
対

抗
選
手
権
大
会
　
２
部
校
　
ハ
ン

マ
ー
投
げ
　
１
位
　
44
ｍ
68

中
瀬
　
晴
久
（
谷
）

２
０
０
０
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫

県
大
会
兼
第
54
回
兵
庫
県
民
体
育

大
会
　
組
演
武
（
一
般
以
外
の
部
）

最
優
秀
賞

イ　
エ　
ス　
ニ　
・　
ル　
ウ　
ィ　
ッ　
ク
（
上
宮
木
）

２
０
０
０
年
少
林
寺
拳
法
兵
庫

県
大
会
兼
第
54
回
兵
庫
県
民
体
育

大
会
　
組
演
武
（
一
般
以
外
の
部
）

最
優
秀
賞

★　★　
ス　
ポ　
ー　
ツ　
大
賞
受
賞
町

最
優
秀
町

横
尾

優
秀
町

笠
屋
、
芝
自
治
区

善善
意　意　
の　の　
表表
彰　彰　
＆　＆　

体体
育育
協協
会　会　
ス　ス　
ポ　ポ　
ー　ー　
ツ　ツ　
賞賞
受受
賞賞
者者

（
敬
称
略
）

善意の表彰受賞者、右から西村さん、浅田さん、
井上さん

22

特特　　集集
第33回

加西市体育大会



第
34
回
市
民
卓
球
大
会

【
男
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】

▽
一
部
・
田
居
修
一
（
暁
ク
）

▽
二
部
・
森
井
聰
一

【
男
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】

田
居
修
一
・
増
田
弘
純
（
暁
ク
）

【
女
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】

▽
一
部
・
森
井
星
子
（
北
条
高
）

▽
二
部
・
奥
村
サ
エ
子
（
三
昌
）

【
女
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】

森
井
星
子
・
芝
千
尋

第
31
回
市
民
空
手
道
大
会

●
型
競
技

▽
小
学
校
低
学
年

大
恒
隆
一

▽
小
学
校
高
学
年

高
橋
雄
成

▽
中
学
校

志
方
東
望
也

▽
一
　
般

辻
　
嘉
計

●
組
手
の
部

▽
小
学
校
低
学
年

高
橋
一
将

▽
小
学
校
高
学
年

高
田
大
蔵

▽
中
学
校

志
方
東
望
也

▽
一
　
般

吉
田
政
洋

第
33
回
市
民
柔
道
大
会

【
団
体
戦
】
Ａ
チ
ー
ム

【
個
人
戦
】
▽
小
学
1
・
2
年

中
野
智
貴
（
加
西
柔
道
教
室
）
▽

小
学
3
・
4
年

橋
本
卓
磨
（
同
）

▽
小
学
5
・
6
年
　
岩
崎
一
洋

（
同
）

【
中
学
男
子
】
圓
井
拓
哉　（
北
条
中
）

【
中
学
女
子
】
安
部
真
帆　（
北
条
中
）

【
一
般
男
子
】
山
本
庸
介　（
北
条
高
）

第
24
回
少
林
寺
拳
法
演
武
会

●
組
演
武

【
少
年
】
▽
低
学
年

切
貫
裕
介

・
豊
原
達
也
　
▽
中
学
年

後
藤

留
意
・
山
本
卓
　
▽
高
学
年

後

藤
愛
理
・
川
嶋
孝
平

【
一
般
】
中
瀬
晴
久
・
イ
エ
ス
ニ
・

ル
ウ
ィ
ッ
ク

●
乱
取
り

【
少
年
】
河
合
達
也

【
一
般
】
山
本
史
記

第
11
回
市
長
杯　
グ　
ラ　
ウ　
ン　
ド　
ゴ　
ル　

フ　
大
会

【
男
子
の
部
】
竹
内
義
夫

【
女
子
の
部
】
青
木
ま
ち
子

第
1
回
市
民
ペ
タ
ン
ク
大
会

竹
内
敏
和
・
菅
野
利
子
・
安
藤
章

右第
9
回
市
民　
タ　
ー　
ゲ　
ッ　
ト　
バ　
ー　
ド　

ゴ　
ル　
フ　
大
会

【
男
子
の
部
】
井
上
正
和

【
女
子
の
部
】
石
井
け
い
子

第
16
回　
ジ　
ュ　
ニ　
ア　
バ　
レ　
ー　
ボ　
ー　
ル　

大
会

泉
少
女
バ
レ
ー

第
34
回
市
民　
ソ　
フ　
ト　
テ　
ニ　
ス　
大
会

【
一
般
男
子
】

東
郷
崇
・
坂
本
健
二
（
ド
リ
ー
ム
）

【
男
子
ジ
ュ
ニ
ア
】
木
下
哲
嘉
・

齋
藤
慶
規
（
播
磨
農
高
）

【
一
般
女
子
】
圓
井
か
お
り
・
松

末
牧
子
（
北
条
高
）

第
25
回
市
民　
バ　
ド　
ミ　
ン　
ト　
ン　
大
会

【
男
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

横

井
広
成
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ミ
リ

ー
）　・
渡
辺
健
二
（
三
洋
電
機
）
▽

二
部

中
井
克
紀
・
大
塚
馨
（
新

生
精
機
）

【
男
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

浜
田
宣
行
（
チ
ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ミ

リ
ー
）
▽
二
部

大
谷
昌
也
（
チ

ャ
レ
ン
ジ
フ
ァ
ミ
リ
ー
）

【
女
子　
ダ　
ブ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

佐

伯
い
づ
み
・
仲
井
節
子
（
土
曜
バ

ド
）
▽
二
部

小
林
明
子
・
井
上

恵
子
（
土
曜
バ
ド
）

【
女
子　
シ　
ン　
グ　
ル　
ス　
】
▽
一
部

佐
伯
い
づ
み
（
土
曜
バ
ド
）
▽
二

部

小
林
明
子
（
土
曜
バ
ド
）

第
30
回
町
対
抗
家
庭
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
大
会

【
男
子
】
▽
一
部

東
高
室
Ａ
▽

二
部

市
村
▽
三
部
Ａ

佐
谷

▽
三
部
Ｂ

東
高
室
Ｂ

【
女
子
】
▽
一
部
　
東
高
室
▽
二

部
Ａ

繁
昌
Ａ
▽
二
部
Ｂ

福
居

Ａ
▽
三
部
Ａ
・
栗
田
▽
三
部
Ｂ

黒
駒

第
7
回
市
長
杯
地
区
対
抗
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会

西
在
田
チ
ー
ム

第
18
回
市
民
硬
式　
テ　
ニ　
ス　
大
会

【
一
般
男
子
】

山
田
智
博
・
友
井
孝
之

【
壮
年
男
子
】

相
馬
子
郎
・
増
家
　
弘

【
一
般
女
子
】

山
田
千
鶴
・
友
井
律
子

【
壮
年
女
子
】

後
藤
千
明
・
野
田
幸
江

3
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国
重
要
文
化
財
一
乗
寺
本
堂
修
理
現
場
を
一
般
公
開

│

約
３
７
０
年
ぶ
り
の
大
修
理
│

素屋根に覆われる本堂

本
堂
は
、
徳
川
３
代
将
軍
徳
川

家
光
の
時
代
、
寛か

ん

永え
い

５
年
（
１
６

２
８
）
に
当
時
の
姫
路
藩
主
本ほ

ん

多だ

忠た
だ

政ま
さ

に
よ
り
再
建
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
堂
の
沿
革
に
つ
い
て
は
、
後ご

醍だ
い

醐ご

天て
ん

皇の
う

が
正
中

し　
ょ　
う　
ち　
ゅ　
う　

２
年
（
１
３
２

５
）
に
建
立
し
た
と
伝
え
る
二
階

九
間
の
講
堂
が
記
録
上
の
初
見
と

な
り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
の
講
堂

は
、
大
永
３
年
（
１
５
２
３
）
に

山
名
氏
の
兵
火
に
よ
り
焼
失
し
て

建建
物物
のの
歴歴
史史

し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
赤あ

か

松ま
つ

義よ
し

祐ひ
ろ

の
助
力
を
得
て
永え

い

禄ろ
く

５
年

（
１
５
６
２
）
に
復
興
し
ま
し
た
が
、

江
戸
時
代
の
元げ

ん

和な

３
年
（
１
６
１

７
）
に
再
度
、
本
堂
は
失
火
に
よ

り
焼
失
し
、
３
代
目
の
現
本
堂
が

建
立
さ
れ
る
に
至
り
ま
し
た
。

約
３
７
０
年
も
の
永
年
の
風
雪

に
耐
え
て
き
た
建
物
は
、
虫
害
や

建
築
材
の
傷
み
な
ど
が
進
み
修
理

時
期
を
迎
え
て
い
た
と
こ
ろ
、
平

成
10
年
に
通
過
し
た
台
風
７
号
の

た
め
甚
大
な
被
害
に
あ
い
ま
し
た
。

修
理
で
は
、
貴
重
な
文
化
財
を

保
存
し
後
世
へ
伝
承
し
て
い
く
た

め
、
所
有
者
の
一
乗
寺
を
中
心
に

国
・
県
・
市
な
ど
が
協
力
し
事
業

を
進
め
て
い
ま
す
。

修
理
工
事
は
、
平
成
10
年
度
か

ら
開
始
し
、
平
成
19
年
度
の
完
成

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
工
事
で
は
、

本
堂
の
内
部
柱
を
残
し
て
解
体
し
、

改
め
て
建
物
を
組
み
直
し
ま
す
が
、

で
き
る
限
り
使
わ
れ
て
い
た
材
を

再
利
用
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

工
事
は
、
次
の
手
順
で
行
っ
て
い

ま
す
。

①
本
堂
を
覆お

お

う
仮
設
建
物
（
素
屋

根
）
を
建
設
し
ま
す
。

②
解
体
す
る
材
に
は
、
解
体
し
た

場
所
が
判
る
札
を
貼
り
付
け
ま

す
。

③
材
の
寸
法
測
量
、
種
類
、
品
質
、

加
工
道
具
の
種
類
な
ど
を
調
べ

ま
す
。

④
材
の
補
修
方
法
、
取
り
替
え
な

ど
を
判
断
し
ま
す
。

⑤
解
体
と
同
時
に
修
理
、
仕
事
の

手
法
や
増
改
築
の
痕
跡
を
調
査

し
ま
す
。

⑥
本
堂
床
下
の
発
掘
調
査
を
行
い

修修

理理
工工

事事

坂
本
町　
の　
法
華
山
一
乗
寺　
（
太
田
實
秀
住
職
代
表
役
員
）　
は　
、　
西
国

33
ヶ　
所　
の　
第
26
番
札
所　
と　
し　
て　
全
国
的　
に　
有
名　
な　
天
台
寺
院　
で　
す
。　
境
内　

は　
、　
鬱
蒼　
と　
し　
た　
杉　
・　
檜　
な　
ど　
の　
木
立　
に　
覆　
わ　
れ　
、　
そ　
の　
中　
に　
承
安
元
年　

（　
１　
１　
７　
１　
）　
建
立　
の　
国
宝
三
重
塔　
を　
は　
じ　
め　
重
要
文
化
財　
の　
本
堂　
・　
妙
見

堂　
な　
ど　
数
多
く　
の　
文
化
財　
が　
伝　
わ　
る　
古
刹　
と　
し　
て　
も
知　
ら　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　

修
理　
を　
進　
め　
て　
い　
る　
本
堂　
は　
、　
三
重
塔　
よ　
り
一
段
高　
い　
山
腹　
に　
建　
て　
ら　

れ　
本ほ

ん

瓦
葺

が
わ
ら
ぶ

き　
、　
一
重
、　
入い

り

母も

屋や

造づ
く

り
、　
桁け

た

行ゆ
き

９　
間　
（
長
辺
側
長
22
・
９　

ｍ　
）、　
梁は

り

行ゆ
き

８　
間　
（
短
辺
側
長
20
ｍ　
）、　
床
面
積
約　
４　
７　
４　
㎡　
、　
屋
根
頂
上　

ま　
で　
の　
高　
さ　
約
17
・
６　
ｍ　
と　
雄
大　
な　
近
世
社
寺
建
築　
と　
し　
て　
、　
昭
和
58
年　

に　
重
要
文
化
財　
の　
指
定　
を　
受　
け　
ま　
し　
た　
。
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ま
す
。

⑦
基
礎
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑧
材
の
繕

つ
く
ろ

い
、
新
た
に
取
り
替
え

る
材
の
加
工
な
ど
を
行
う
な
ど

大
工
仕
事
を
進
め
ま
す
。

⑨
建
物
を
組
み
直
し
、
瓦
葺
き
な

ど
諸
工
事
を
行
い
ま
す
。

⑩
素
屋
根
を
解
体
し
ま
す
。

工
事
期
間
中
は
、
付
近
へ
の
立

入
り
を
禁
止
し
、
素
屋
根
で
覆
わ

れ
て
い
る
た
め
工
事
の
進
行
状
況

が
よ
く
判
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
仮
設
建
物
の
中
で
は
、

数
々
の
工
事
を
行
っ
て
お
り
１
日

も
早
い
完
成
を
目
指
し
て
い
ま
す

の
で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

近
世
社
寺
建
築
の
粋
を
集
め
た

一
乗
寺
本
堂
の
修
理
を
、
間
近
で

体
感
し
て
い
た
だ
く
機
会
を
設
け

ま
し
た
。
ま
た
、
専
門
家
に
よ
る

特
別
講
演
会
を
開
催
い
た
し
ま
す

の
で
、
加
西
の
歴
史
文
化
を
こ
の

秋
、
一
度
ふ
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

な
お
、
当
日
は
混
雑
が
予
想
さ

れ
ま
す
の
で
、
ゆ
と
り
を
も
っ
て

お
越
し
下
さ
い
。

�
現
地
見
学
会
（
無
料
）

と
　
き

・
第
１
日
目

10
月
21
日

（土）

始
発
　
午
前
９
時

終
発
　
午
後
４
時
（
１
時
間
毎
）

・
第
２
日
目

10
月
22
日

（日）

始
発
　
午
前
９
時

終
発
　
午
前
11
時
（
１
時
間
毎
）

場
　
所

一
乗
寺
本
堂

説
　
明

（財）
文
化
財
建
造
物
保
存
技
術
協

会
の
担
当
職
員
が
行
い
ま
す
。

そ
の
他

各
時
間
ご
と
の
入
場
者
は
約
１

０
０
名
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

臨
時
無
料
駐
車
場
を
設
け
て
お

瓦を降し野地板を解体した屋根

小屋組を解体した本堂

り
ま
す
が
、
台
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

�
特
別
講
演
会
（
無
料
）

と
　
き

10
月
22
日

（日）

・
受
付

午
後
１
時

・
講
演

午
後
２
時
〜

午
後
３
時
30
分

会
　
場

加
西
市
立
善
防
公
民
館

大
会
議
室

講
　
師

松
崎
　
照
明
さ
ん

（
日
本
建
築
意
匠
研
究
所
代
表
）

演
　
題

「
山
の
信
仰
と
一
乗
寺
の
建
築
」

定
　
数

約
１
０
０
名

問
合
先

教
育
委
員
会
総
務
課
文

化
財
係
（
電
話
42
│
８
７
７
０
）

入
居
を
募
集
す
る
団
地

①
横
尾
住
宅

（
平
成
12
年
12
月
末
完
成
予
定
）

・
個
数
合
計
　
12
戸

・
内
　
訳

Ｍ　
タ　
イ　
プ　
２
Ｄ
Ｋ　
（
51
�
）　
３　
戸

・
家
賃
　
２
１，　
４
０
０
〜

３
５，　
５
０
０
円

Ｌ　
タ　
イ　
プ
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ　
（
64
�
）　
９
戸

・
家
賃
　
２
６，　
９
０
０
〜

４
４，　
５
０
０
円

入
居
時
期
　
平
成
13
年
１
月
末
日

※
当
住
宅
は
風
呂
設
備
及
び
エ
レ

ベ
ー
タ
ー
を
有
す
る
鉄
筋
コ
ン
ク

リ
ー
ト
造
５
階
建

②
清
水
団
地（

平
成
元
年
〜
５
年
建
）

・
戸
数
　
４
戸

・
規
格
　
３
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
２
０，　
５
０
０
〜

３
８，　
０
０
０
円

入
居
時
期
　
平
成
13
年
１
月
末
日

③
北
条
団
地

（
昭
和
52
年
〜
昭
和
54
年
建
）

・
戸
数
　
４
戸

・
規
格
　
３
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
１
６，　
８
０
０
〜

２
８，　
７
０
０
円

入
居
時
期
　
平
成
13
年
１
月
末
日

※
原
則
と
し
て
風
呂
設
備
は
あ
り

ま
せ
ん

④
別
府
団
地

（
平
成
６
年
〜
平
成
８
年
建
）

・
戸
数
　
３
戸

・
規
格
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

・
家
賃
　
１
９，　
９
０
０
〜

３
５，　
２
０
０
円

入
居
時
期
　
平
成
13
年
１
月
末
日

入
居
資
格

次
の

（１）
〜

（５）
を
全
て
満
た
す
方

（１）
市
内　
に　
居
住　
ま　
た　
は　
通
勤　
し　
て　
い　

る　
方

（２）
市
民
税
等　
を　
滞
納　
し　
て　
い　
な　
い　
方

（　３　）　
家
族　
の　
人
数　
が　
２　
人
以
上　
で　
あ　
る　

こ　
と

・
家
族
構
成　
が　
夫
婦　
ま　
た　
は　
親
子　
を　

主　
と　
す　
る

・
婚
約　
し　
て　
い　
る　
場
合　
は　
入
居
日　
ま　

で　
に　
入
籍　
で　
き　
る　
方

（４）
収
入
が
基
準
以
内
の
方
（
次
表

参
照
）

（５）
現
に
住
宅
に
困
っ
て
い
る
方

受
付
期
間

10
月
16
日

（月）
〜

11
月
７
日

（火）

申
込
・
問
合
先

都
市
整
備
部
管

理
・
用
地
課（
電
話
42
│
８
７
５
０
）

市市
営営
住住
宅宅
入入
居居
者者
募募
集集

入居家族数（申込者含む）

2人

4,152
千円未満

2,780
千円以下

3,160
千円以下

3,540
千円以下

3,920
千円以下

4,300
千円以下

3人

4,628
千円未満

4人

5,104
千円未満

5人

5,576
千円未満

6人

6,052
千円未満

給
与
所
得

事
業
所
得

年
間
総
収
入

年
間
総
所
得
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納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に

平
成
12
年
度
の
介
護
保
険

料
納
期
は
次
表
の
と
お
り
で

す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

あ
な
た
の
保
険
料
の
徴
収
方

法
は
、
８
月
末
に
送
付
し
た

「
決
定
通
知
書
」
の
徴
収
方
法

欄
を
ご
確
認
下
さ
い
。

★
普
通
徴
収
の
方
（
年
金
か

ら
引
去
り
が
で
き
な
い
方
は
、

「
普
通
徴
収
」
と
な
り
ま
す
。）

※
支
払
い
方
法
は
、
送
付
す

る
納
付
書
に
よ
り
金
融
期
間

等
で
直
接
納
め
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
町
に
納
税
組
合
が
あ

る
場
合
に
は
、
納
税
組
合
を

通
じ
て
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
金
融
機
関
・
郵
便
局
の

口
座
振
替
（
金
融
機
関
等
で

の
手
続
き
が
必
要
で
す
）
の

利
用
に
よ
る
納
付
も
で
き
ま

す
。

★
特
別
徴
収
の
方
（
年
金
か
ら
引

去
り
と
な
っ
て
い
る
方
）

※
特
別
徴
収
の
方
に
つ
い
て
は
年

金
か
ら
引
去
り
ま
す
の
で
、
口
座

に
振
り
込
ま
れ
る
年
金
は
、
既
に

介
護
保
険
料
が
引
去
ら
れ
た
金
額

と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
特
別
対
策
」
と
は

新
し
い
制
度
に
慣
れ
、
理
解
を

深
め
な
が
ら
保
険
料
を
負
担
し
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
今
年
４
月

か
ら
９
月
ま
で
高
齢
者
の
方
は
保

険
料
を
納
め
な
く
て
も
よ
い
こ
と

と
さ
れ
、
今
年
10
月
か
ら
１
年
間

は
半
額
と
し
、
来
年
10
月
か
ら
は

本
来
の
保
険
料
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

年
度
ご
と
の
各
段
階
の
年
間
保

険
料
額
は
下
表
の
と
お
り
と
な
り

ま
す
。

８
月
に
送
付
し
た
「
介
護
保
険

料
決
定
通
知
書
」
に
は
、
軽
減
さ

れ
た
保
険
料
額
が
記
載
さ
れ
て
い

ま
す
。

保
険
料
の
納
付
が
遅
れ
る
と

納
期
限
ま
で
に
納
付
が
な
け
れ

ば
、
督
促
手
数
料
、
延
滞
金
が
加

算
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
に

あ
た
っ
て
制
限
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
下
さ
い
。

保
険
料
の
減
免

災
害
、
失
業
、
倒
産
、
そ
の
他

の
事
情
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

に
お
困
り
の
方
は
、
保
険
料
減
免

の
措
置
を
受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
税
務
課
に
ご
相
談

下
さ
い
。

介
護
保
険
納
付
に
関
す
る
お
問

合
せ
は
、
税
務
課
（
電
話
42
│
８

７
１
２
）

納期

第1期

納　期　限

平成12年10月31日

第2期 平成12年11月30日

第3期 平成12年12月25日

第4期 平成13年 1月31日

第5期 平成13年 2月28日

保険料段階 平成12年度 平成13年度 平成14年度

第1段階 4,100円 12,200円 16,200円

第2段階 6,100円 18,200円 24,300円

第3段階 8,100円 24,300円 32,400円

第4段階 10,100円 30,400円 40,500円

第5段階 12,200円 36,500円 48,600円

納期

第1回

年 金 支 払 日

平成12年10月13日

第2回 平成12年12月15日

第3回 平成13年 2月15日

①
排
水
設
備
工
事
は
指
定
工
事
店

で
!

下
水
道
が
使
え
る
区
域
で
は
、

一
日
も
早
く
水
洗
化
及
び
宅
内
の

排
水
設
備
工
事
を
行
い
、
地
域
の

環
境
改
善
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
工
事
に
つ
い
て
は
、
排
水

設
備
指
定
工
事
店
で
な
い
と
施
工

で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

必
ず
加
西
市
に
登
録
さ
れ
て
い
る

指
定
工
事
店　
に　
依
頼　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。　

②
下
水
道
の
正
し
い
使
用
方
法

下
水
道
へ
流
せ
る
の
は
し
尿
と

家
庭
等
の
雑
排
水
の
み
で
す
。
こ

れ
以
外
の
も
の
は
下
水
道
へ
流
す

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

③
水
洗
便
所
等
改
造
資
金
融
資
あ

っ
せ
ん

公
共
下
水
道
の
区
域
で
は
、
水

洗
化
工
事
に
必
要
な
改
造
資
金
に

つ
い
て
、
金
融
機
関
か
ら
融
資
を

受
け
ら
れ
る
融
資
あ
っ
せ
ん
制
度

を
設
け
て
い
ま
す
の
で
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

融
資
額

最
高
80
万
円

融
資
利
率

平
成
12
年
度
は

年
２
・
５
％

返
済
方
法

月
賦
元
利
均
等
償
還

（
最
長
60
回
）

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
下

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
６
２
）

JAかさいしが次の日程で行う農業

用廃プラスチック等の回収に、加西市

では処理経費（1 k g 5 0円）の一部を

助成します。ぜひご利用ください。

日　時 11月24日（金）・25日（土）

午前9時～午後4時

場　所 JAかさいし本店

3号機カントリー前広場

対象品目 ぶどう棚の被覆資材、施

設園芸用マルチ等の使用済み

農業用プラスチックフィルム

問合先 JAかさいし営農部営農生産課

（電話47-1282）

下下
水水
道　道　
よ　よ　
り　り　
お　お　
知　知　
ら　ら　
せ　せ　
と　と　
お　お　
願　願　
いい

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

農業用廃プラスチック
等を回収します

野焼きはダメ!
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加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会　
で　
は　
11
月　

５　
日

（　日　）　
に　
ジ　
ャ　
ス　
コ　
加
西
店　
で　
行
う　

「
第
21
回
古
本
市
」　
を
目
前　
に　
し　
て　
、　

寄　
せ　
ら　
れ　
た　
本　
の　
整
理　
に　
追　
わ　
れ　
て　

い　
ま　
す
。　

値
札　
は　
り
、　
値
段　
つ　
け
、　
種
類
別　

に　
箱
詰　
め　
…
細　
か　
い　
作
業　
で　
す　
が　
、　

個
人　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
さ　
ん　
や　
退
職
女
教

師　
の　
会　
の　
み　
な　
さ　
ん　
が　
お　
手
伝　
い　
下　
さ　

っ　
て　
い　
ま　
す
。　

古
本
市　
は　
当
協
会　
の　
活
動
資
金　
づ　

く　
り　
の　
た　
め　
毎
年
開
催　
し　
て　
お　
り
、　

こ　
れ　
ま　
で　
車　
イ　
ス　
や　
車　
イ　
ス　
の　
ま　
ま　
乗　

れ　
る　
ミ　
ニ　
ハ　
ン　
デ　
ィ　
キ　
ャ　
ブ　
な　
ど　
の　
購
入　

に　
あ　
て　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

本　
の　
収
集　
は　
10
月
31
日

（　火　）　
ま　
で　
。　

眠　
っ　
て　
い　
る　
本　
が　
あ　
り　
ま　
し　
た　
ら　
ご　
提

供
下　
さ　
い　
。　
ま　
た　
、　
古
本
市
当
日　
は　

約　
２　
万
冊　
の　
本　
を　
定
価　
の　
１　
〜　
４　
割　

の　
値
段　
で　
販
売　
し　
ま　
す　
の　
で　
、　
皆
様
、　

ぜ　
ひ　
お　
立　
ち　
寄　
り
下　
さ　
い　
。　
ご　
協
力　

お　
願　
い　
し　
ま　
す
。　

詳　
し　
く　
は　
、　
加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　

協
会　
（
電
話
43
│
０　
３　
６　
１　
）　
ま　
で　

お　
問
合　
せ　
下　
さ　
い　
。

加
西　
で　
生　
ま　
れ　
加
西　
か　
ら　
広　
が　
る　
日
本　
の　
新　
し　
い　
文
芸

型　
に　
と　
ら　
わ　
れ　
ず
自
由　
に　
心　
の　
ま　
ま　
を　
表
現　
す　
る

第第
2211
回回

古古
本本
市市

愛　
の　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア

消
防
本
部
で
は
、
毎
月
第
４
日

曜
日
（
午
前
９
時
〜
正
午
）
に

「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市
民

救
命
士
）」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
社
や
町
内
会
等
各
種

団
体
に
つ
い
て
も
受
付
け
て
い
ま

す
の
で
、
時
間
・
場
所
等
は
消
防

本
部
へ
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

修
了
者
に
は
、
修
了
証
を
交
付

し
ま
す
。

ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
講
習
会
（
市

民
救
命
士
）
を
受
講
し
て
か
ら
３

年
を
経
過
さ
れ
た
方
は
、
救
命
技

能
を
維
持
向
上
す
る
た
め
に
、
再

講
習
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

も
し
も
の
時
の
為
に
一
家
に
一

人
は
応
急
手
当
を
覚
え
ま
し
ょ
う
。

問
合
先
　
加
西
市
消
防
本
部　
（
電

話
42
│
０　
１　
１　
９　
）　
警
防
課
救
急
係　

ま　
で　
。

応
急
手
当　
を　
覚　
え　

市
民
救
命
士　
に　
な　
り　
ま　
し　
ょ　
う

携
帯
電
話　
か　
ら　
の　
１　
１　
９　
番
通
報

【
注
意
点
】

◆
携
帯
電
話　
の　
電
源　
は　
通
報
後
も　
切　

ら　
な　
い　
で　
く　
だ　
さ　
い　
。　
再
確
認　
の　
た　

め　
か　
け
直　
す
事　
が　
あ　
り　
ま　
す
。

◆
場
所　
が　
分　
か　
ら　
な　
い　
場
合　
は　
、　
近　

く　
の　
目
標
物　
を　
告　
げ　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。

◆
運
転
中　
は　
、　
安
全　
な　
場
所　
に　
停
車　

し　
て　
か　
ら　
通
報　
し　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。

◆
携
帯
電
話　
は　
聞
き　
と　
り　
に　
く　
く
、　

途
中　
で　
切　
れ　
る　
場
合　
が　
あ　
る　
の　
で　
、　

す　
ぐ
近　
く　
に　
一
般
加
入
電
話　
が　

あ　
る　
場
合　
は　
そ　
ち　
ら　
で　
通
報　
し　
て　

く　
だ　
さ　
い　
。　
一
般
加
入
電
話　
は　
直

接
加
西
市
消
防
本
部　
に　
つ　
な　
が　
り　

ま　
す
。

（あなた） 携帯電話で119番通報

《代表消防本部》
（西脇多可消防）『どこの市から、おかけですか？』

（あなた） 加西市からです

《代表消防本部》 『加西消防へお継ぎします』

�　……転送されます

《加西消防》

《係員》 『火事ですか？救急ですか？』

（あなた） 又は

《係員》 『住所（場所）はどこですか？』

（あなた） ◯◯町△△番地　目標物は◯◯

《係員》 『名前と電話番号を教えてください？』

（あなた） 自分の名前と携帯番号を言う

《係員》 『消防車（救急車）すぐに行きます』

通 報 要 領

『ハイ! 加西市消防本部です』
と応答します。そしてすぐに

と問いかけます。そのあとも問
いかけてきますので、それに
応じて答えてください。

災
害
発
生

携
帯
電
話
で
1
1
9

× 直接つながりません!

◆
災
害
場
所　
が　
加
西
市　

で　
あ　
る　
旨
を　
告　
げ　
て　

く　
だ　
さ　
い　
。　

◆
地
域　
に　
よ　
っ　
て　
は　
、　

姫
路
市
消
防
局　
や　
明

石
市
消
防
本
部　
に　
つ　

な　
が　
る　
事　
が　
あ　
り　
ま　

す　
が　
、　
慌　
て　
ず　
に　
係

員　
の　
問　
い　
か　
け　
に　
答

え　
て　
く　
だ　
さ　
い　
。

��������� 代代
表表
消消
防防
本本
部部

西
脇
多
可
行
政

事
務
組
合
消
防
本
部

加加
西西
市市消消

防防
本本
部部

に　
つ　
な　
が　
り　
ま　
す

◆
転
送
さ
れ
ま
す

▼

火事です
急病人です
交通事故です

救急です

国
道
走　
っ　
て　
自
動
車
ガ　
ソ　
リ　
ン　
の　
値
段
差
さ　
が　
す　

鏡　
の　
中　
の　
ト　
ン　
ネ　
ル　

抜　
け　
出　
せ　
な　
い　
で　
い　
る　
私

笑
顔
埋　
め　
ら　
れ　
て　
い　
る　
時
間　
の　
廃
墟

一
括
り　
に　
は　
で　
き　
な　
い　
が　
十
七
才　
の　
連
鎖　
に　

風

餌
を
貯　
め　
込
ん　
で　

蟻

は
ぐ　
れ　
て　
い　
る　

お　
前　
は　
ど　
こ　
へ　い　
っ　
て　
い　
た　
の　
だ　
と　
仏
壇　
か　
ら　
声　
が　
す　
る　

耳　
の　
奥　
の　
蝉　
が　
ち　
ょ　
こ　
ち　
ょ　
こ　
勘
違　
い　
す　
る　

枳
殻　

か
ら
た
ち

の　
花　
の　
咲
く
頃
　
歴
史　
は　
青　
い　
蒼　
い　
棘
を
持
ち

荻
野
　
　
享

佐
治
　
　
靖

い
し
だ
　
實

岡
　
　
夕
花

北
村
　
栄
一

山
本
　
二
昭

辻
　
　
美
沙

井
塚
　
理
人



8



9
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☆いじめ解消にむけて☆

昨今は、動作が鈍いとか性格が暗いといった子供ばか

りでなく、まじめであるとか、活発で良い意味で目立つ

といった子供までが「いじめ」の対象になっています。

すなわち、良い意味でも悪い意味でも何らかの特徴を

持った子供たちが「いじめ」の対象となっているのです。

このことは、些細なきっかけで「いじめ」が始まり、す

べての子供が「いじめ」の対象となる可能性があること

を示しています。

「いじめ」は、一見すると、「いじめ」を行う子どもと

「いじめ」を受ける子供との対立構造のように見えます。

しかし、「いじめ」を行う子供、「いじめ」を受ける子

供のほか、これらを取り巻く「観衆」や「傍観者」とい

う子供の集団が存在し、全体として四重構造からなって

いるといわれています。「観衆」とは、「いじめ」の行為

を面白がって見ていたり、はやしたてたりする子供たち、

「傍観者」とは、それらを見て見ぬふりをしている子供

たちのことです。

「いじめ」解消の対策を立てる場合においては、いじ

めを行う子どものみならず、これら「観衆」や「傍観者」

の役割を演ずる子供に対しても、「いじめ」が許されな

いことであることや、「いじめ」の防止の必要性につい

て強力に働きかけていくことが大切です。

子どもの人権問題

http://www.kasai-hyg.ed.jp/  加西市教育委員会　http://www4.justnet.ne.jp/̃home/izumijhs  泉中学校　http://www.hojohigashi-es@hyogo-edu.yashiro.hyogo.jp  北条東小学校

長
法
寺
遺
跡
で
は
奈
良
時
代

（
約
千
三
百
年
前
頃
）
の
大お

お

型が
た

掘ほ
っ

立た
て

柱
建
物

ば　
し　
ら　
た　
て　
も　
の　

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
ま

た
、
そ
の
建
物
を
中
心
に
計
画
的

に
方
向
を
そ
ろ
え
た
建
物
跡
が
数

棟
あ
り
ま
す
。
ど
う
や
ら
遺
跡
の

南
部
分
に
奈
良
時
代
の
建
物
が
集

中
し
て
い
る
よ
う
で
す
。

玉
野
町
に
あ
る
他
の
遺
跡
（
柿か

き

ノ

木き

、
宮み

や

ノ
谷た

に

、
内う

ち

町ま
ち

）
で
も
奈
良

時
代
の
建
物
跡
が
見
つ
か
っ
て
い

ま
す
が
、
や
は
り
大
型
掘
立
柱
建

物
を
中
心
に
数
棟
が
計
画
的
に
配

置
さ
れ
て
建
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
建
物
群
は
集
落
内
の
有

力
者
の
住
ま
い
で
あ
っ
た
り
、
行

政
施
設
で
あ
っ
た
り
し
た
と
考
え

ら
れ
ま
す
。
奈
良
時
代
に
編へ

ん

纂さ
ん

さ

れ
た
「
播
磨
国
風
土
記
」
に
記
さ

れ
て
い
る
「
玉
野
村
」
と
は
、
お

そ
ら
く
、
こ
れ
ら
各
遺
跡
の
建
物

90

長
法
寺

ち
ょ
う
ほ
う
じ

遺
跡　
（
奈
良
時
代
）　
…
玉
野
町

遺
跡
毎
に
存
在
す
る
奈
良
時
代
の
建
物
群
!

播
磨
国

は　
り　
ま　
の　
く　
に　

風ふ

土ど

記　き
に　
記　し　

る　

さ　
れ　
た　
「
玉
野
村
」　
と　
は　
？

大型掘立柱建物跡

遺跡位置図

毎
週
水
曜
日
、　
若　
い　

母
親　
と　
未
就
園　
の　
幼
児

達　
の　
元
気　
な　
声　
が　
、　
幼
稚
園
内　
に　
響　

い　
て　
い　
ま　
す
。　

本
年
度　
か　
ら　
当
園　
で　
は　
、　
地
域　
に　

開　
か　
れ　
た　
魅
力
あ　
る　
幼
稚
園　
を　
め　
ざ　

し　
、　
幼
稚
園　
の　
施
設　
や　
機
能　
を　
地
域　

に　
開
放　
し　
、　
幼
稚
園
・
家
庭
・
地

域　
が　
一
体　
と　
な　
っ　
て　
子
育　
て　
を　
支
援　

し　
て　
い　
こ　
う
と　
「　
ど　
ん　
ぐ　
り　
く　
ら　
ぶ　
」　

が　
ス　
タ　
ー　
ト　
し　
ま　
し　
た　
。　

近　
く　
に　
友
達　
が　
い　

な　
い　
、　
公
園　
に　
行　
っ　

て　
も　
誰
も　
い　
な　
い　
、　

人
見
知　
り　
が　
ひ　
ど　
く　

て　
心
配
、　
家　
の　
中　
で　

遊　
ぶ　
の　
で　
親
子　
と　
も　

に　
ス　
ト　
レ　
ス　
が　
た　
ま　

り　
が　
ち　
、　
と　
い　
っ　
た　

悩　
み　
を　
持　
つ　
お　
母　
さ　

ん　
が　
、　
幼
児　
と　
一
緒　

に　
幼
稚
園　
に　
や　
っ　
て　

来　
ら　
れ　
、　
園
児　
た　
ち　

と　
一
緒　
に　
遊　
び　
を　
楽　
し　
ん　
で　
お　
ら　
れ　

ま　
す
。　「
幼
稚
園　
に　
行　
く　
と　
友
達　
が　

い　
る　
」　「
遊　
ぶ　
場
所　
が　
い　
っ　
ぱ　
い　
あ　
る　
」　

「
友
達　
が　
で　
き　
た　
」　「
子　
ど　
も　
が　
喜　
ん　

で　
ま　
た　
行
き　
た　
い　
と　
話　
す
」　
な　
ど　
、　

「　
ど　
ん　
ぐ　
り　
く　
ら　
ぶ　
」　
に　
参
加　
さ　
れ　
た　

お　
母　
さ　
ん　
方　
に　
と　
っ　
て　
、　
心
安　
ら　
ぐ
学　

び　
の　
場　
で　
あ　
る　
よ　
う　
で　
、　
お　
母　
さ　
ん　

同
士　
の　
ふ　
れ　
あ　
い　
交
流
も　
見　
ら　
れ　
好

評　
で　
す
。　

園
児　
と　
存
分　
に　
ふ　
れ　
合　
っ　
て　
遊　
ん　

だ　
あ　
と　
は　
、　
運
営
委
員　
さ　
ん　
を　
中
心　

に　
、　
絵
本　
を　
読　
ん　
で　
も　
ら　
う
日
も　
あ　

れ　
ば　
、　
絵　
を　
描　
い　
た　
り
、　
製
作　
を　
し　

た　
り
、　
ま　
た　
、　
身
体
計
測　
を　
し　
て　
も　

ら　
う
時
も　
あ　
り　
ま　
す
。　
お　
母　
さ　
ん　
か　

ら　
離　
れ　
ら　
れ　
な　
か　
っ　
た　
幼
児
も　
、　
回　

を　
重　
ね　
る　
ご　
と　
に　
、　
離　
れ　
て　
お　
話　
が　

聴　
け　
る　
よ　
う　
に　
な　
っ　
て　
き　
ま　
し　
た　
。　

「　
ど　
ん　
ぐ　
り　
く　
ら　
ぶ　
」　
の　
幼
児
達
も　
着

実　
な　
育　
ち　
が　
見　
ら　
れ　
る　
よ　
う　
で　
す
。　

一
方
、　
幼
稚
園
児
達
も　
未
就
園　

の　
幼
児
達　
と　
一
緒　
に　

遊　
び　
た　
い　
と　
、　
園
児　
な　

り　
に　
い　
ろ　
い　
ろ　
配
慮　
し　

て　
い　
る　
姿　
が　
あ　
り
、　
遊　

び　
の　
中　
で　
の　
何
気　
な　
い　

振　
る　
舞　
い　
や　
、　
優　
し　
い　

言
葉　
の　
や　
り　
と　
り　
な　

ど　
、　
心
温　
ま　
る　
光
景　

が　
見　
ら　
れ　
ま　
す
。　
少　

し　
お　
兄　
さ　
ん　
、　
少　
し　

お　
姉　
さ　
ん　
で　
あ　
る　
と　
い　

う
気
持　
ち　
が　
、　
相
手　

を　
思　
い　
や　
る　
気
持　
ち　
や　
言
動　
と　
し　
て　

表　
れ　
て　
き　
て　
い　
る　
よ　
う　
で　
、　
５　
歳
児　
と　

し　
て　
の　
育　
ち　
や　
、　
異
年
齢　
で　
こ　
そ　
見　

ら　
れ　
る　
縦　
の　
関
係　
が　
育　
ち　
つ　
つ　
あ　
る　
こ　

と　
を
う　
れ　
し　
く
思　
い　
ま　
す
。　

幼
稚
園
・
家
庭
・
地
域　
が　
心　
を　
つ　

な　
い　
で　
、　
子
育　
て　
を　
す　
る　
こ　
と　
の　
良　
さ　

を　
見　
つ　
け
あ　
っ　
て　
子　
ど　
も　
の　
心
豊　
か　
で　

健　
や　
か　
な　
成
長　
の　
た　
め　
、　
共　
に　
育　
ち　

合
う
幼
稚
園
生
活　
を　
目
指　
し　
て　
い　
ま　

す
。

地
域　
に　
開
か　
れ　
た
魅
力　
あ　
る　
幼
稚
園
を　
め　
ざ
し　
て

未
就
園
児
交
流
会　
「
ど　
ん　
ぐ
り
く
ら　
ぶ　
」

北北
条条
幼幼
稚稚
園園

群
が
相
互
に
関
連
し
あ
っ
て
構
成

さ
れ
て
い
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
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5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡

1．柿ノ木遺跡

2．長法寺遺跡

3．大坪遺跡

玉野構居跡

4．玉野寺山古墳群

5．宮ノ谷遺跡

6．内町遺跡
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行
症
）、　
視
力
障
害
、　
硝
子
体
混
濁
、　
肝
腫

大
、　
腹
痛
、　
筋
肉
痛
等　
を　
引
き　
起　
こ　
す
場
合　

が　
あ　
り　
ま　
す
。　

感
染　
の　
予
防
策　
と　
し　
て　
は　
、　
①
砂　
の　
入　
れ　

替
え　
、　
②
加
熱　
に　
よ　
る　
殺
菌
、　
③
忌
避
剤　
・　
装

置　
の　
使
用
、　
④
使
用
時
間
以
外　
は　
砂
場　
を　
覆

う
、　
⑤
砂
場　
を　
な　
く　
す
、　
⑥
人　
に　
よ　
る　
排
泄

物　
の　
除
去　
な　
ど　
が　
あ　
り　
ま　
す
。　

①
、　
②　
は　
効
果　
は　
完
全　
で　
す　
が　
、　
繰　
り
返　

し　
て　
行
う
必
要　
が　
あ　
り
、　
有
効
期
間　
は　
砂
場　

の　
状
況　
に　
よ　
っ　
て　
３　
〜　
９　
週
間　
と　
様
々　
で　
、　
加

熱　
の　
場
合　
に　
は　
１　
回　
に　
つ　
き　
６　
万
円　
の　
費
用　
が　

か　
か　
り　
ま　
す
。　
③　
は　
安
全
性　
に　
問
題　
は　
な　
い　

と　
さ　
れ　
て　
い　
ま　
す　
が　
、　
効
果　
の　
期
間　
は　
２　
ヶ　
月　

で　
、　
天
候　
の　
影
響　
を　
受　
け　
や　
す　
く
、　
一
回　
に　

つ　
き　
数
千
円　
を　
要　
し　
、　
試
薬　
の　
管
理　
や　
散
布　

砂
場　
の　
糞
便
汚
染　
は　
90  
％　
以
上　
が　
ネ　
コ　
に　

よ　
る　
も　
の　
で　
す
。　
汚
染　
の　
80
％　
以
上　
が　
夕
方　
６　

時　
か　
ら　
朝
方　
６　
時
頃　
ま　
で　
に　
生　
じ　
て　
い　
ま　
す
。　

ネ　
コ　
の　
排
泄
物　
か　
ら　
は　
十
数
種
類　
の　
寄
生
虫　
の　

卵　
が　
検
出　
さ　
れ　
、　
経
口
感
染　
に　
よ　
り　
ト　
キ　
ソ　
カ　

ラ　
症　
が　
生　
じ　
ま　
す
。　
感
染　
の　
ほ　
と　
ん　
ど　
が　
不

顕
性
感
染　
に　
終　
わ　
る　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
し　
た　

が　
、　
ヒ　
ト　
に　
対　
し　
て　
病
原
性　
を　
示　
す
も　
の　
が　
含　

ま　
れ　
て　
い　
る　
こ　
と　
が　
明　
ら　
か　
に　
な　
っ　
て　
い　
ま　
す
。　

詳　
し　
い　
調
査　
が　
行　
わ　
れ　
て　
い　
な　
い　
の　
で　
実
態　
に　
つ　

い　
て　
は　
不
明　
な　
の　
が　
現
状　
で　
す
。　

ト　
キ　
ソ　
カ　
ラ　
症　
は　
５　
歳
以
下　
の　
小　
さ　
い　
子　
に　

多　
く
、　
感
染　
し　
て　
も　
症
状　
を　
訴
え　
る　
こ　
と　
が　

少　
な　
い　
の　
で　
年
長
児　
に　
な　
っ　
て　
か　
ら　
症
状　
に　
気　

づ　
く　
こ　
と　
が　
多　
い　
と　
言　
わ　
れ　
て　
い　
ま　
す
。　
感
染　

す　
る　
と　
幼
虫
体　
が　
体
内　
を　
移
行　
し　
（
幼
虫
移

市立加西病院

病理科

部長　明松智俊

月 の

わ

が

家

の

健

康

メ

ニ

ュ

ー

今
〈作り方（4人分）〉

①粉ゼラチン５gを水大さじ３の中にふり入れて混ぜ、1 0
分ほどしめらせる。

②なべに牛乳2 0 0 c c生クリーム1 0 0 ccグラニュー糖大さ
じ３を入れて火にかける。グラニュー糖が溶けて沸
騰したら火を止め、①とよく洗ってすりおろしたオレン
ジの皮を混ぜる。荒熱をとって、とろみがついたら型
に流し込む。

③冷蔵庫で約１時間くらい冷やして固める。
④冷やして固めたものはすくいとりジャム・フルーツソース・

カラメルソースをかけていただく。

を　
す　
る　
人　
が　
必
要　
で　
す
。　
ま　
た　
、　
忌
避
装
置　

は　
砂
場
近
辺　
に　
常
設　
し　
て　
お　
く　
た　
め　
、　
人
為

的　
な　
破
損　
や　
盗
難　
の　
可
能
性
も　
考
え　
ら　
れ　
ま　

す
。　
④　
は　
管
理　
の　
で　
き　
る　
状
況
下　
（
幼
稚
園　

な　
ど　
）　
で　
は　
有
効　
で　
す　
が　
、　
公
園　
の　
砂
場　
で　
は　

覆　
っ　
た　
状
態　
を　
維
持　
す　
る　
の　
は　
難　
し　
い　
と　
思　
わ　

れ　
ま　
す
。　
⑤　
は　
砂
場　
が　
児
童　
の　
発
育　
に　
と　
っ　
て　

有
意
義　
な　
場
所　
で　
あ　
る　
こ　
と　
か　
ら　
あ　
ま　
り
薦　

め　
ら　
れ　
ま　
せ　
ん　
。　
⑥
砂
場　
の　
砂　
を　
熊
手　
の　
よ　
う

な　
も　
の　
で　
掃
き　
、　
見　
つ　
か　
っ　
た　
糞
便　
を　
除
去　
す　

る　
こ　
と　
で　
か　
な　
り　
の　
効
果　
が　
期
待　
で　
き　
ま　
す
。　

し　
か　
し　
、　
定
期
的　
に　
行
う
必
要　
が　
あ　
る　
の　
で　
、　

保
護
者
同
士　
の　
協
力
等　
が　
必
要　
で　
す
。　

以
上
、　
砂
場　
の　
衛
生
管
理　
に　
つ　
い　
て　
は　
効
果

的　
な　
対
策　
が　
必
要　
と　
さ　
れ　
ま　
す　
が　
、　
確
実　
な　

対
策　
が　
な　
い　
の　
が　
現
状　
で　
す
。

砂
場　
の　
衛
生
管
理　
に　
つ　
い　
て

〈シェフから一言〉

カルシウムをとるために牛乳をおやつ
にドンドン使いましょう。

歯石を取るタイミングをご存

知ですか？歯ぐきが腫れ、出血

している時期に歯石を取ると痛

みと出血を伴うため最適とは言

えません。正しいブラッシング

をマスターして、歯垢を除去し、

歯ぐきの状態が改善した時がチ

ャンスです。

歯石を取るタイミング

寒い冬を迎えるにあたり、気にかかる病気はインフ

ルエンザではないでしょうか。

インフルエンザは、1 1月半ばから３月にかけて流行

し、感染者のくしゃみや咳で空気中にとんだウィルスを

吸い込んで感染し、身体の抵抗力が落ちた時に発病

します。

インフルエンザは、かぜとちがって、いきなり3 9度以

上の高熱や頭痛・関節痛・筋肉痛などの全身症状が

強く出現し、（かぜは、鼻汁・くしゃみ・せきが中心

で、薬をのむと１週間ぐらいで治ります）続いて、のど

の痛みや鼻汁などの症状がみられます。そして、気

管支炎や肺炎などを併発しやすく、重症化することが

多い病気です。

インフルエンザにかからないようにするためにはウィル

スが体内に入ってきてもやっつけることができる丈夫な

身体を普段から、つくっておくことが何よりも大事です。

①３度の食事はきちんと摂る・睡眠を十分にとるなど、

規則正しい生活を送りましょう。

②ウォーキングなど軽い運動で身体を動かす習慣を、

子どもであれば外遊びを心がけ、普段から身体を

鍛えましょう。

③最近、緑黄色野菜の摂り方が少なくなっています。

にんじん・ほうれんそう・カボチャ・チンゲンサイ

などのビタミンAを多く含む緑黄色野菜を一日1 50ｇ

（野菜で１～1 . 5把）は食べましょう。（ウィルスが吸

着するのど・鼻・気管支などの粘膜を丈夫にする

ためにビタミンAは大切です。炒めたり、揚げたりし

て油といっしょに摂るとビタミンAの吸収がよくなり効

果的です。）

④たくさんの人が集まる所から帰宅後は必ずうがいと

手洗いをしましょう。

⑤暖房中は、部屋の換気を定期的に行い、新鮮な

空気を入れましょう。

その他、流行する前に予防接種を受けることも一

つの方法です。

予防しようインフルエンザ
─インフルエンザに負けないために─

母と子の楽しい料理教室より



12下水道の使える区域では一日も早く水洗化を! ※水洗化工事のご相談は排水設備指定工事店で。
問合先 上下水道部（電話42-8760・8761）

市
内
４
公
民
館
及
び
館
外
教
室

で
日
頃
学
習
さ
れ
た
成
果
の
発
表

会
で
す
。
多
数
の
ご
来
場
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

公
民
館
学
習
発
表
会

こ
の
た
び
、
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン

の
安
全
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
の

で
、
次
の
と
お
り
ポ
リ
オ
予
防
接

種
を
再
開
し
ま
す
。

該
当
児
は
忘
れ
ず
受
け
ま
し
ょ

う
。

対
象
者

生
後
３
ヵ
月
か
ら
７
歳

半
未
満
の
児

接
種
方
法

６
週
間
以
上
間
隔
を

あ
け
て
２
回
服
用

料
　
金

無
料

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
後
１
時
30
分
〜
２
時

持　
っ　
て　
く　
る　
物

母
子
健
康
手
帳
・
予
診
票
・

体
温
計
・
ボ
ー
ル
ペ
ン

実
施
日
及
び
指
定
地
区

�
11
月
６
日

（月）
…
北
条

�
11
月
13
日

（月）
…
富
田
・
賀
茂

下
里
・
富
合

�
11
月
20
日

（月）
…
九
会
・
多
加
野

在
田
・
西
在
田

�
11
月
27
日

（月）
…
未
接
種
児

※
右
記
日
程
内
で
、
指
定
地
区
以

外
の
日
で
も
受
け
ら
れ
ま
す
。

問
合
先

健
康
長
寿
課
（
電
話
42

│　
８　
７　
２　
８　

Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
42
│　
８　
９　
５　
５　
）

ポ　
リ　
オ　
予
防
接
種　
を　

再
開

加
西
病
院
の
小
児
科
医
・
助
産

婦
・
看
護
婦
と
子
育
て
の
悩
み
や

情
報
交
換
、
育
児
相
談
な
ど
を
。

日
　
時

11
月
５
日

（日）

午
前
10
時
〜
12
時

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー

対
　
象

子
育
て
中
の
ご
両
親
や

ご
家
族

内
　
容

育
児
相
談　
コ　
ー　
ナ　
ー　
、　
ア　

ロ　
マ　
コ　
ー　
ナ　
ー　
、　
託
児　
コ　
ー　
ナ　
ー

申
込
・
問
合
先

加
西
病
院
１
病

棟
（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

保
育
所
で
は
、
随
時
園
児
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

家
庭
の
都
合
な
ど
で
保
育
が
必

要
な
場
合
は
申
込
み
を
し
て
く
だ

さ
い
。

一
部
の
保
育
園
・
所
で
は
長
時

間
延
長
保
育
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

詳
し
く
は
担
当
ま
で

13
年
度
の
募
集
に
つ
い
て
は
11

月
広
報
に
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
合
先

社
会
福
祉
課
女
性
児
童

係　
（
電
話
42
│
８
７
２
６　
（
直
通
）　

ま
で
。

保
育
園
児
募
集

子
育　
て　
中　
の　
あ　
な　
た　
へ　

第
２　
回　
「
親　
と
子　
の　
交
流
会
」

日
　
時

10
月
22
日

（日）
午
前
８
時

30
分
〜
11
時
　
※
小
雨
決
行

コ
ー
ス

横
尾
〜
谷
町
の
中
国
自

動
車
道
側
道
ぞ
い

集
合
場
所

五
百
羅
漢
駐
車
場

持
ち
物

火
箸
、
軍
手
な
ど

申
込
先

加
西　
ボ　
ラ　
ン　
テ　
ィ　
ア　
協
会　

「　
か　
た　
つ　
む　
り　
の　
家
」　（
電
話
43
│
０

３
６
１
　
Ｆ　
Ａ　
Ｘ　
42
│　
６
６
５
８
）

有
効
期
限
が
近
づ
い
て
い
る
水

道
メ
ー
タ
ー
の
取
替
え
を
行
い
ま

す
。
対
象
者
に
は
事
前
に
通
知
し

ま
す
。
市
水
道
事
業
指
定
工
事
業

者
が
伺
い
ま
し
た
ら
、
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

期
　
間

10
月
16
日

（月）
〜
28
日

（土）

対
　
象

奇
数
月
検
針
地
区
（
下

里
・
九
会
・
富
合
・
日
吉
・
宇

仁
・
西
在
田
・
泉
小
学
校
区
）
の

う
ち
、
有
効
期
限
（
メ
ー
タ
ー
の

ふ
た
の
裏
に
記
載
）
が
平
成
12
年

12
月
ま
で
の
も
の

問
合
先

上
下
水
道
部
管
理
課
上

水
業
務
係
（
電
話
42
│
８
７
９
５
）

水
道　
メ　
ー　
タ　
ー　
の　

取
替　
え　
に　
ご　
協
力　
を

ク　
リ　
ー　
ン　
キ　
ャ　
ン　
ペ　
ー　
ン　

参
加
者
募
集

見知らぬ業者が屋根の点検に来て、「瓦がずれてい

るので修理が必要」と言ったため不安になり契約に応

じた。一週間後工事にやってきたが、どこを修理した

のかわからないのに40万円を請求されて困っている。

訪問販売で屋根工事の契約をした場合、8日間以

内ならクーリングオフできます。この場合は、8日間を

過ぎているため業者と工事代金について話し合ってい

くしかありません。

工事や修理がすんでからの解決は非常に困難です。

「キャンペーン中、今がお得」と契約を急がされても、

必ず見積りをとり、他の業者と比較してから納得のうえ

で契約することが大切です。

また、工事のアフターサービスについても書面で確

認しておくとよいでしょう。

■消費生活相談窓口（毎週火曜日午前9時

～午後4時、市役所2階電話42-8739）

消費生活相談Q&A 工事内容をよく確かめて契約を!
Ｑ

Ａ

ハナサク

南 部 公 民 館
（宮き野のつどい）

善 防 公 民 館
（善防公民館まつり）

北 部 公 民 館
（ 文　化　祭 ）

中 央 公 民 館
学 習 発 表 会
中央ふれあいまつり

日　　時

10月21日� 9：00～17：00 作品展示・囲碁大会

10月22日� 9：00～16：00 作品展示・芸能発表・バザー・茶席
11月 4日� 9：00～17：00 作品展示

11月 5日� 9：00～15：00 作品展示・芸能発表・バザー・茶席
11月17日� 9：00～17：00 作品展示・記念講演

11月18日� 9：00～17：00 作品展示

11月19日� 9：00～15：00 作品展示・バザー・茶席
11月24日� 9：00～17：00 作品展示

11月25日� 9：00～15：00 作品展示
11月26日� 9：00～15：00 作品展示・芸能発表・バザー・茶席

内　　容

〔 〕

この最低賃金は9月30日より、県内
で使用されるパート、アルバイト等を含
めた全ての労働者に適用されます。

詳しいお問合せは西脇労働基準監督
署（電話0795―22―3366）

兵庫県最低賃金
改正のお知らせ

日　額 5,353円

時間額 671円



交通の妨げになる道路にはみ出した草木を、所有者は刈り取りましょう。13

乳乳 幼幼 児児 健健 診診

■2カ月児（先天性股関節脱臼）検診…毎月第4火曜日 （受付時間）

平成12年８月生れの乳児 10月24日（火） 午後１時～２時

《平成12年９月生れの乳児 11月28日（火）》

■4カ月児健診…毎月第1水曜日

平成12年６月生れの乳児 11月１日（水） 午後１時～２時

《平成12年７月生れの乳児 12月６日（水）》

■1歳6カ月児健康診査…毎月第2火曜日

平成11年５月生れの幼児 11月14日（火） 午後１時～２時

《平成11年６月生れの幼児 12月12日（火）》

■3歳児健康診査…毎月第3火曜日

平成９年７月生れの幼児 11月21日（火） 午後１時～２時

《平成９年８月生れの幼児 12月５日（火）》

■乳幼児保健相談…毎月第2水曜日

希望者 11月８日（水） 午後１時～２時

《12月13日（水）》

■離乳食講習会…毎月第2水曜日

希望者 11月８日（水） 午後１時～１時30分

エプロンをご持参下さい。 《12月13日（水）》

■妊婦教室と母子手帳の交付…毎月第3木曜日

11月16日（木） 午前９時～９時30分

《12月21日（木）》 講習は２時間程度

※印かん・筆記用具を持参ください。

（特に記入のないものは健康増進センターで行います。）

★お子さまの体調等でご都合の悪い方は、翌月の指定日におこし下さい。

★健診、相談には、母子健康手帳をご持参下さい。

★問合先 健康長寿課（電話42－８７２８）

新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書新　着　書

命 （柳　美里著）
花腐し （松浦寿輝著）
きれぎれ （町田　康著）
虹の谷の五月 （船戸与一著）
ＧＯ （金城一紀著）
愛なんか （唯川　恵著）
諫早少年記 （浦野興治著）
シュークリアの海 （谷村志穂著）
彼女のプレンカ （中上　紀著）

さくらささくれ （中沢けい著）
非常の才 （加来耕三著）
風の詩 （中村　淳著）
開陽丸、北へ （安部龍太郎著）
モスクワの四季 （小林淳宏著）

「捨てる！」技術 （辰巳　渚著）
僕にできないこと。僕にしか
できないこと。 （春山　満著）

ほか

市市立立図図書書館館だだよよりり

休休 日日 のの おお 医医 者者 ささ んん

10月 15日（日） 荒木医院 （北条町・電話43-９７１１）
22日（日） つつみ神経内科 （野上町・電話45-２０５０）
29日（日） 西村医院 （中野町・電話49-０００１）

11月 3日（金） みのりクリニック （下宮木町・電話49-８４７０）
5日（日） おりた外科胃腸科医院 （北条町・電話42-６０００）

12日（日） 小野寺医院 （王子町・電話48-３７３７）
19日（日） 玉田医院 （玉野町・電話47-００６６）

※変更になることがありますので、お確かめください。

〔おはなし会〕10月28日（土）・11月11日（土）（午後2時から30分程度）

〔休館日〕月曜日・10月20日（金）・11月3日（金）

■特設人権相談（人権・不動産登記・相続・離婚問題など）

11月７日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■行政相談（国・県・市・公社など、行政への苦情、意見）

11月７日（火）午後１時30分～午後３時30分　市民会館１階会議室

■人権擁護委員による人権相談所（神戸地方法務局社支局）

毎週木曜日（休日を除く）午前９時～午後４時

■心配ごと相談（心配ごと・生活・福祉などに関する相談）

11月２日（木）健康福祉会館

11月９日（木）農村環境改善センター・10月19日（木）北部公民館

時間はいずれも午後１時30分～午後４時
■法律相談

10月26日（木）健康福祉会館　受付は午前９時30分～正午

■市民相談 月～金曜日午前８時30分～午後４時　市役所市民相談係

■消費者相談（商品に対する苦情、訪問販売のトラブル等）

毎週火曜日午前９時～午後４時　市役所２階環境対策室

■教育相談 月～金曜日午前８時30分～午後５時　教育研修所

相相 談談

私の夢
北条東小学校６年

溝　辺　あゆみさん

パパパパ・・ママママククララブブ
妊娠５～６ヵ月の妊婦とその夫　11月18日（土）・２月17日（土）
妊娠８ヵ月以降の妊婦とその夫　12月16日（土）・３月17日（土）

問合先 健康長寿課（電話42-8728）

★電話でご予約の上、参加下さい。

（別府町甲）

〈ママの一言〉
わが家のわんぱく息子、将希と

拓哉です。好奇心いっぱいの2人
の行動には喜びと驚きがあり、今
日は何をしてくれるか毎日楽しみ
です。これからも丈夫で、たくまし
く優しさのある男の子に育ってね。

パパ・明信さん
ママ・千穂さん

西面将
まさ

希
き

ちゃん（3歳） 西面拓
たく

哉
や

ちゃん（1歳）

健康カレンダーでお知らせしている、乳幼児健診の曜日が一
部誤っています。正しい日程は上記のとおりです。

訂正してお詫び申し上げます。
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加
西
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

（
民
輪
芳
昭
会
長
）
で
は
、
身
体
障

害
者
の
交
流
を
図
る
た
め
に
運
動

会
を
開
催
し
ま
す
。
さ
わ
や
か
な

秋
空
の
下
で
、
楽
し
く
体
を
動
か

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
　
時

平
成
12
年
11
月
３
日

（金）

午
前
10
時
よ
り

場
　
所

北
条
小
学
校　
グ　
ラ　
ウ　
ン　
ド

申
込
先

各
地
区
の
支
部
長
ま
で

対
　
象

市
内
在
住
の
身
障
手
帳

所
持
者

問
合
先

社
会
福
祉
協
議
会
地
域

福
祉
係　
（
電
話
42
│
８
８
８
８
内
線

２
３
４
）

日
程
・
プ　
レ　
ー　
フ　
ィ　
ー

12
月
３
日

（日）

１
７，　
２
１
０
円

５
日

（火）
・
８
日

（金）
１
２，　
２
１
０
円

※
参
加
料
２，　
０
０
０
円
、
チ
ャ
リ

テ
ィ
料
２
０
０
円
、
ゴ
ル
フ
振
興

基
金
10
円
を
含
む
、
３
名
の
場
合

加
西
市
後
援

市
民　
ふ　
れ　
あ　
い　
ゴ　
ル　
フ　
コ　
ン　
ペ

第
19
回
加
西
市

身
体
障
害
者
運
動
会

４
時
30
分
、
先
着
20
名

問
合
先

加
西
農
業
改
良
普
及
セ

ン
タ
ー
（
電
話
47
│
１
４
４
８
）

30
歳
以
上
の
女
性
を
対
象
に
し

た
レ
デ
ィ
ー
ス
検
診
を
実
施
し
ま

す
。
骨
粗
し
ょ
う
症
健
診
・
歯
科

健
診
で
は
生
活
ア
ド
バ
イ
ス
や
歯

磨
き
方
法
の
助
言
も
行
い
ま
す
。

（
要
予
約
）

日
　
時

11
月
17
日

（金）
午
後
１
時

30
分
〜
２
時
30
分

場
　
所

健
康
増
進
セ
ン
タ
ー
・

加
西
病
院

内
容
・
料
金

子
宮
が
ん
検
診

（
体
が
ん
・
頚
が
ん
細
胞
診
）
２，　

３
０
０
円
、
乳
が
ん
検
診
（
視
・

触
診
法
）
８
０
０
円
、
骨
粗
し
ょ

う
症
健
診
（
超
音
波
伝
導
法
）
１，　

０
０
０
円
、
歯
科
健
診
（
虫
歯
・

歯
周
疾
患
診
察
）
無
料

※
申
込
み
受
付
後
、
受
診
票
を
送

付
し
ま
す
。

申
込
・
問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

虫
歯
や
歯
槽
膿
漏
な
ど
の
歯
の

聴
覚　
に　
障
害　
の　
あ　
る　
方　
へ

歯
科
保
健
相
談　
の　
ご　
案
内

レ　
デ　
ィ　
ー　
ス　
健
診　
の　

お　
知　
ら　
せ

美しい環境を守るため、空き地や休耕田の草刈りをしましょう。

病
気
も
、
早
期
発
見
と
早
期
治
療

が
決
め
手
で
す
。
年
に
１
度
は
、

歯
の
定
期
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

手
話
通
訳
者
が
手
話
通
訳
し
ま
す
。

日
　
時

11
月
８
日

（水）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分

場
　
所

加
西
保
健
所
　
会
議
室

内
　
容

歯
科
保
健
相
談

①
歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
検
診

②
歯
科
衛
生
士
に
よ
る
相
談

対
象
者

聴
覚
に
障
害
の
あ
る
方

問
合
・
申
込
先

加
西
保
健
所

健
康
課
（
電
話
42
│
０
２
６
６

Ｆ
Ａ
Ｘ
42
│
１
９
７
９
）

※
10
月
27
日

（金）
ま
で
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

お
申
込
く
だ
さ
い
。

日
　
時

11
月
26
日

（日）

場
　
所

健
康
福
祉
会
館

問
合
先

健
康
長
寿
課

（
電
話
42
│
８
７
２
８
）

日
　
時

11
月
８
日

（水）

午
前
の
部
　
10
時
〜
11
時
30
分

午
後
の
部
　
13
時
30
分
〜
15
時

飼
い
犬
の

し
つ
け
方
教
室

│
み　
ん　
な　
で　
支　
え　
あ　
う　
健
康　
な　

町　
づ　
く　
り　
を　
め　
ざ　
し　
て
│

あ　
っ　
た　
か　
友
愛
推
進
大
会　
・　

第
16
回
健
康
福
祉　
ま　
つ　
り

１，

０
０
０
円
増

参
加
資
格

市
内
に
在
住
ま
た
は

通
勤
す
る
方
優
先

募
集
人
数

各
日
30
組
１
２
０
名

（
先
着
順
）

申
込
方
法

電
話
に
て
ス
タ
ー
ト

時
間
を
確
認
。
申
込
書
を
送
付
し

ま
す
の
で
必
要
事
項
を
記
入
し
て

〒
６
７
５
│
２
４
６
２
　
別
所
町
６

８
３
│
24

オ
ー
セ
ン
ト
ゴ
ル
フ
倶

楽
部

″　市
民
ふ
れ
あ
い
ゴ
ル
フ
コ

ン
ペ
″
係
　
担
当
・
大
野
（
電
話

45
│
１
５
１
１

Ｆ
Ａ
Ｘ
45
│
１
６

６
６
）
ま
で

☆
ワ
ー
プ
ロ
の
使
い
方
講
座

（
農
業
大
学
校
情
報
処
理
室
）

11
月
８
日

（水）
、
10
日

（金）

☆
複
式
簿
記
の
基
礎
講
座

（
加
西
農
業
改
良
普
及
セ
ン
タ
ー
）

11
月
13
日

（月）
、　
15
日

（水）
、　
17
日

（金）

☆
複
式
簿
記
の
パ
ソ
コ
ン
講
座

（
農
業
大
学
校
情
報
処
理
室
）

11
月
20
日

（月）
、　
22
日

（水）
、　
27
日

（月）

※
時
間
は
全
て
午
後
１
時
30
分
〜

農
業
経
営　
に　
パ　
ソ　
コ　
ン　
を　
!!

パ　
ソ　
コ　
ン　
簿
記
記
帳
等
研
修

日　時 10月28日（土）午後3時～

場　所 健康福祉会館ホール

チケット 1,000円

問合先 スーパーエスコート実行委員会

（��3773）

※チケットの全売上は社会福祉協議会に寄付されます。

─福祉協力ライブコンサート─

ススーーパパーーエエススココーートト22000000県民税第3期分・国民健康保険税
第4期分及び介護保険料（普通徴

収）第1期分の納期限は

1100月3311日（火）です。
納期内完納にご協力をお願いします。

◆問合先 税務課（��８７１２・８７１３）

平成12年度
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お く や み

内藤　きみ 89 一　彦 殿　原
増田つる子 88 良　夫 古　坂
藤城　隆男 54 弘 中　野
高井　千代 77 芳　朗 横　尾
竹内　一夫 66 幹　博 坂　本
小山　郁男 61 克　子 広　原
尾花　久二 81 幸　雄 鶉野中
三宅およね 80 重　滿 中　野
増岡つるゑ 79 操 三　口
玉田　利一 68 孝　好 玉　野
小池　康隆 41 秀　雄 下万願寺
南古　圓一 88 和　彦 池　上
古川　大洋 68 圭　作 網　引
藤川ヤス子 82 榮　一 東剣坂
板井かづゑ 80 慶　次 網　引
菅野　貴美 36 敏　彦 鶉野南
椋本　　勇 72 俊　男 東剣坂
栗山　きぬ 87 富　男 段　下
小林あさゑ 83 良　子 栄
横田　隆治 73 義　仁 中　野
佐伯　　弘 71 すゑ子 三　口
宮崎　裕子 58 秀　敏 豊　倉
吉岡きみ子 78 康　明 常　吉
岩崎とし子 76 敏　正 豊　倉
菅原いとゑ 88 龍　雄 黒　駒
河合　重房 80 則　昭 田　原
達中　允子 72 勲 河　内
増田　秋治 77 和　人 畑
谷口　行雄 86 好　弘 南網引
中川　千代 91 裕 山下西
岩崎　一郎 69 八重子 豊　倉
西谷たまゑ 94 實　次 鎮　岩
谷口　里よ 82 成　義 繁　昌
片岡　和久 33 静　夫 小印南
東一　俊治 87 正　彦 東野田
前田　昌子 69 勝　徳 大　村
櫻井まさの 92 政　弘 千ノ沢

市長及び市議会は弔電を自粛しており
ます。ご冥福をお祈りいたします。

（９月30日受付分まで・敬称略）

痴
呆
へ
の
理
解
を
深
め
、
診
断

後
の
ケ
ア
や
地
域
と
の
連
携
に
つ

い
て
学
び
ま
す
。

日
　
時

11
月
18
日

（土）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
45
分

テ
ー
マ

痴
呆
老
人
の
理
解
と
援

助
方
法

場
　
所

健
康
福
祉
会
館
ホ
ー
ル

対
　
象

介
護　
を　
さ　
れ　
て　
い　
る　
方　
お　

よ　
び　
保
健
・
福
祉
・
医
療
関
係
者

問
合
先

加
西
病
院
地
域
医
療
室

（
電
話
42
│
２
２
０
０
）

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引
を

行
っ
た
場
合
、
契
約　
か　
ら　
２　
週
間
以

内　
に　
届
出　
を　
し　
な　
け　
れ　
ば　
な　
り　
ま　
せ　

土
地
取
引
に
は

届
出
が
必
要
で
す

第
８　
回
東
播
磨

痴
呆　
シ　
ン　
ポ　
ジ　
ウ　
ム

ん　
。　（
国
土
利
用
計
画
法　
に　
よ　
る　
）　

届
出
が
必
要
な
面
積

・
市
街
化
区
域

２，　
０
０
０
�
以
上

・
市
街
化
調
整
区
域

５，　
０
０
０
�
以
上

・
都
市
計
画
区
域
外

１
０，　
０
０
０
�
以
上

問
合
先

都
市
計
画
課

（
電
話
42
│
８
７
５
３
）

住
宅
の
耐
震
性
に
関
す
る
市
民

の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
た
め
、

住
宅
の
耐
震
診
断
を
無
料
で
実
施

し
ま
す
。

対
象
建
物

昭
和
56
年
５
月
以
前

に
着
工
の
住
宅

対
象
者

住
宅
の
所
有
者

予
定
戸
数

１
０
０
戸

わ
が
家
は
大
丈
夫
？

耐
震
診
断
推
進
事
業

死亡者 年齢 喪主 町名

社会福祉協議会（善意銀行）への寄付
一般預託
○ＪＯＹあおやまお客様有志 1万1635円
○ＴＳリーグ24時間マラソン野球大会委員長

本岡　龍彦 3万5000円
指定預託
☆加西ボランティア協会へ

○匿名 2万円
○美心 2万円
○田町 竹本　幸夫 1万5千円
○笹倉 高橋　　清 2万900円
○（株）本陣従業員一同 1万1333円
○匿名（Ｙ・Ｙ） 2万円
供養預託
○西笠原 三宅　成和 50万円
○福住 安田　節生 30万円
○西剣坂 安積　俊則 50万円

善意の花束

（受付順　敬称略）

※市外で死亡届を提出された方で「お悔や
み」に掲載を希望される方は秘書広報課

（電話42－8701）までご連絡ください。
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―ミレニアムの秋を彩る―

第34回加西市菊花・盆栽展
【期日・場所】

菊花展 10月25日（水）～11月3日（金）

午前9時～午後8時

市役所来庁者用駐車場　

盆栽展 10月30日（月）～11月3日（金）

午前9時～午後7時

市民会館視聴覚室



16■広報かさいは、資源保護のため100％再生紙を使用しています。

H12.10.1現在（前月比）
人　口／ 52,174（－9） 世帯数／ 15,885（－26）

男　／ 25,349（＋2） 女　／ 26,825（－11）

80可愛いツリガネニンジ
ンの花

夏　
の　
終　
り　
か　
ら　
秋　
に　
か　
け　
て　
、　

山
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防
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淡
青
紫
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釣
鐘
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澄　
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さ　
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形
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多
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く
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最
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潮　
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す
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布
も　
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が　
っ　
て　
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る　
そ
う　
で　
す
。　

KASAIデータバンク

ホームページ http://www.hyogo. com /kasai

加西市は、人間と都市と自然が調和した、キラリ

と輝く魅力を持った「まち」を目指し、「花」をテー

マとした作品（絵画・写真）を広く全国から公募し、

花のまち「加西」にふさわしい第1 1回「花の美術

大賞展」を開催します。

テーマ 「花」の美や感動を自由に表現した作品

規　格 絵画 額装で50号以内（ガラス不可）

写真 全紙以上の単写真で額装又は板パ

ネル張り、額含寸法長辺1 2 5 c m以

内（ガラス不可）

表　彰 花の美術大賞1点（副賞100万円）

ゆめ（優秀）賞2点（副賞50万円）

パルナス新人賞1点（副賞30万円）

根日女（奨励）賞6点　ほか多数

展覧会 加西展 平成13年3月24日（土）～4月8日（日）

加西市民会館

大阪展 平成13年4月17日（火）～4月22日（日）

咲くやこの花館（花博跡）

東京展 平成13年5月15日（火）～5月20日（日）

AXIS GALLERY

申込先 平成1 3年2月5日�までに、出品票、受付

証、審査結果通知票に必要事項を記入し

て、出品料（1点につき3 , 0 0 0円）を添え

て、教育委員会内「花の美術大賞展実行

委員会事務局」（電話42-8775）へ

1 0月2 2日（日）午前9時～サ

ンテレビ「ふるさとステーション」

で加西市が紹介されます。播磨

農業高校の播州歌舞伎を中心

に観光スポットなども紹介され

ますので是非ご覧ください。

サンテレビ「ふるさとステーション」で

加加西西市市紹紹介介!!

発行／加西市　〒675－2395 加西市北条町横尾1000番地 電話0790-42-1110（代）
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